
      JICA プロジェクト・マネージャー帰国報告会 

＆マングローブ植林スタディーツアー説明会 

 
 
 

 フィリピン ネグロス島でマングローブの再生に関わっている倉田麻里さん（JICA プロジェク

ト・マネージャー）が一時帰国されます。そこで 1月 31 日に帰国報告会を開催します。マングロ

ーブ林は二酸化炭素の吸収量が多いため、温暖化防止の効果が注目されています。今、フィリピ

ンではマングローブの破壊がどのように進行しており、どのような再生の取り組みが行われてい

るのか、現場に最も近い方にお話をお聞きします。併せて、毎年行っているフィリピンへのスタ

ディツアーの説明会も開催します。ツアー経験者からの体験談も聞けるので、参加を迷っている

人はぜひ聞きに来てください。「環境問題」「マングローブ」「海外派遣」「フィリピン」「ツアー」

など、少しでも興味をもったら、気軽に参加してくださいね。事前申込も不要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

☆お問い合わせ☆ 

                         環境 NGO イカオ・アコ 報告会事務局 

電話：0569-87-2319 Email：mha01557@nifty.com 

 詳しくは Web サイトをご覧下さい: http://www.ikawako.com 

JICA プロジェクト・マネージャー帰国報告会 

 開催日： 

 開催時間：14:30～17:00 （出入り自由です） 

 開催場所:日本福祉大学 名古屋キャンパス 南館 510 教室   

名古屋市中区千代田 5-22-35  JR・地下鉄「鶴舞」駅から徒歩 2分 

プログラム： 

 第一部「地球環境問題とマングローブ：フィリピンのケース」 

  14：30～15：10 「植林で CO2 のマイナス 6％に挑戦する」(後藤順久) 

  15：10～15：50 「マングローブ林の破壊と国家・住民の共同による再生の取り組み 

―ネグロス島を事例に―」(倉田麻里) 

 第二部「環境 NGO イカオ・アコ 植樹スタディツアーの意義」 

  16：00～16：15 「社会人から見たスタディツアー」(石川晃子) 

  16：15～16：30 「学生から見たスタディツアー」(藤江友子) 

  16：30～17：00 「スタディツアーへお誘い」(倉田麻里) 

 

第三部 懇親会 18：00～ 
参加者の交流を兼ねて

懇親会を開催します。初

めての方も、お気軽に！

2009 年 1 月 31 日


